
日本キリスト教団出版局  発売元書籍委託出版　新刊案内

出荷条件＝6ヶ月100％ ※200部の限定配本につき、ご注文が多い場合は冊数調整させていただきます。

日本語版まえがき（ロバート・ウィットマー）
原著まえがき（ビル・フィップス）
序　章
第一章　信仰の旅の長い歩み
第二章　戦後の東京

第三章　北海道の冒険
第四章　北海道の挑戦
第五章　地域の働き
第六章　教会であることの新しい道
第七章　社会的・政治的課題を担う働き

第八章　ドリーンの独自の才能
第九章　家族のふり返り
第十章　信仰の省察
第十一章　異なる宗教者たちとの対話
第十二章　信仰への挑戦を続けて
原著あとがき（デニス・ハウレット）

目
　
次

1951年にカナダ合同教会から日本に派遣され、名寄の地を拠点に30年にわたって道北センター開
設、三愛運動など宣教・社会事業に励んだハウレット宣教師の生涯を、多くの協働者とのふれ合
いを交えて描いた自伝。教会の刷新に関する「和解をもとめて冒険する信仰の旅」の軌跡。

教会教を越えて
ハウレット宣教師が
北海道で見つけたもの
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1921年生まれ。第二次世界大戦中日系カナダ人収容に抗議、日本での働きを志す。戦後カナダ合同教会宣教師として来日、妻ドリー
ンとともに30年にわたり宣教師として天塩（現在は名寄）教会、道北センターを中心に活動。名寄市の国際交流にも貢献。1981
年帰国時、名寄市国際親善名誉市民。帰国後も平和運動、先住民権利回復運動などに尽力。2003年死去。
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 訳 1950年函館市生まれ。日本とカナダで教育学、神学を学ぶ。神学博士（同志社大学）。
日本基督教団札幌教会員、日本基督教団北海教区宣教研究委員長。
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